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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
進行方向前後に車輪を備えたフレームの進行方向後方に収容室が設けられ、
前記フレームの進行方向前方には、進行方向に直交する回転軸が取り付けられ、この回転
軸は前記前方の車輪の回転によってこれと同方向に回転すべく構成され、この回転軸に地
面の落ち葉などの塵芥を進行方向後方に向けて掻き上げる回転ブラシが取り付けられ、
前記回転ブラシの後方と前記収容室との間には、前記回転ブラシで掻き上げられた塵芥を
搬送するためのエンドレスコンベアが配設され、
このエンドレスコンベアはその上側面が回転ブラシ側から収容室側へ移動するように駆動
源に接続された、
集塵機。
【請求項２】
エンドレスコンベアの動力は車輪の回転から得るものとした、請求項１記載の集塵機。
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、地面上の落ち葉などの塵芥を回収するための集塵機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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従来の集塵機は、特開平１０－３１７３３９号公報に記載された発明のように、車輪を備
え、底面の一部が開口した箱体の底面開口部に回転ブラシを取り付け、これを回転させる
ことによって地面上の塵芥を掻き上げて箱体内に回収する構成となっている。
　そして、回転ブラシによって塵芥が掻き上げられる方向の箱体開口部縁には回転ブラシ
側から箱体内側にかけて次第に高く傾斜したリップ部が設けられており、回転ブラシによ
って掻き上げられた塵芥が効率よく箱体内に回収されるようになっている。また、このリ
ップ部は箱体内に回収された塵芥が箱体開口部から溢れ出すのを防ぐストッパーの機能も
果たしている。
【特許文献１】特開平１０－３１７３３９号公報
【０００３】
　上記発明によれば、回転ブラシの回転によって地面上の塵芥が掻き上げられ、掻き上げ
られた塵芥はリップ部の傾斜に沿って箱体内部に回収される。そして、箱体に回収された
塵芥は回収量が少ない間はリップ部によってせき止められ、開口部からあふれ出ることは
ないが、多量の塵芥を回収すると回収された塵芥がリップ部を超えて開口部からあふれ出
てしまうおそれがある。
　このとき、リップ部の高さをあまり高くすることはできない。リップ部の高さを高くす
ると、リップ部が障壁となり、回転ブラシによって掻き上げられた塵芥がリップ部を超え
ることができず、箱体に回収されなくなってしまうからである。
　すなわち、この発明においてはリップ部の高さを高くすることはできないから、自ずと
一度の作業で回収可能な塵芥量も限られてしまい、頻繁に作業を中断して回収された塵芥
を取り出さなければならない。少量の塵芥の集塵には適しているが、多量の塵芥の集塵に
は好適でないという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明は、一度の塵芥回収作業において、回転ブラシで掻き上げた塵芥を確実に回収
すると共に、可及的にその回収量を多くすることができる集塵機を得ることを課題とする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の集塵機は、進行方向前後に車輪を備えたフレームの後部（以下、進行方向を
基準として前・後とする。）に収容室を設け、フレームの前方には進行方向に直交する回
転軸を設ける。この回転軸は、前記車輪の回転によって回転すべく構成し、地面の落ち葉
などの塵芥を掻き上げる回転ブラシを取り付けてある。前記回転ブラシの後方と前記収容
室との間に、前記回転ブラシによって掻き上げられた塵芥を収容室へ搬送するエンドレス
コンベアを配設する。このエンドレスコンベアは、コンベアの上側面が回転ブラシ側から
収容室側へ移動するように駆動源に接続して構成する。
　かかる構成により、この発明の集塵機を所定方向に走行させると、車輪の回転によって
回転ブラシが回転し、地面上の塵芥を後方斜め上方に掻き上げる。掻き上げられた塵芥は
エンドレスコンベア上に落下する。なお、設計により一部は直接収容室に流入することも
ある。ここで、エンドレスコンベアの上側面は回転ブラシ側から収容室側へ移動している
ので、エンドレスコンベア上に落下した塵芥は収容室へ搬送されてエンドレスコンベアの
収容室側端部で落下し、収容室へ収容される。そして、収容室の周囲は壁によって囲われ
ているので、収容された塵芥が流出することは可及的に防止される。
【０００６】
　回転ブラシは、フレームの前方に取り付けられた車輪の車軸に設けるのが好ましいが、
車輪の車軸とは別体としてフレーム前方に取り付けてもよい。車輪の車軸と別体とした場
合には、車輪の回転に連動して回転ブラシを回転させるために、車輪の軸と回転ブラシの
軸との間に歯車ベルトなどの伝導装置を介在させて、車輪の回転と共に回転ブラシの回転
軸が車輪と同方向に回転するように構成する。なお、回転ブラシの軸をモーターなどの動



(3) JP 4943981 B2 2012.5.30

10

20

30

40

50

力により回転させてもよい。
【０００７】
　エンドレスコンベアは、一端を回転ブラシの後方に位置させて、回転ブラシによって掻
き上げられた塵芥がエンドレスコンベア上に落下するようにする。エンドレスコンベアの
他端は、エンドレスコンベアによって運ばれた塵芥が収容室内に落下するように配置する
。
　塵芥が収容室内に落下するために、エンドレスコンベアの端部を収容室の前壁の上縁を
乗り越えて配置するほか、収容室の前壁に連通窓を設け、この連通窓にエンドレスコンベ
アを挿通させて配置する構成も考えられる。
　エンドレスコンベアの動力はモーターやエンジンなどに接続して得ることもできるが、
フレームに備えられた車輪の回転から得るものとすることが好ましい。車輪の回転をエン
ドレスコンベアに伝導する手段としては、例えば、エンドレスコンベアの回転軸近傍にコ
ンベア駆動用の車輪を取り付け、この車輪の車軸とエンドレスコンベアの回転軸との間に
歯車、ベルト、チェーンなどの伝導機構を介在させて、車輪の回転力をエンドレスコンベ
アに伝える構造、あるいは前方車輪の回転軸とエンドレスコンベアの回転軸とを前記伝導
機構で連動させる構造などが考えられる。
　かかる構成によって、モーターやエンジンなどの特別な動力を用いることなくベルトコ
ンベアを回転させることができ、簡易な構造で取扱いも容易な集塵機を得ることができる
。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、回転ブラシの後方から収容室にかけてエンドレスコンベアを配設し
たので、回転ブラシによって掻き上げた塵芥をエンドレスコンベアによって収容室へ搬送
することができる。したがって、前壁の高さを高くしても、これが障壁となることはない
。そして、収容室の前壁の存在により収容室に収容された塵芥が回転ブラシ側に流出する
ことを可及的に抑えることができる。
　すなわち、収容室の前壁を高くして塵芥の逆流を防止しながら、回転ブラシで掻き上げ
られた塵芥をエンドレスコンベアによって収容室へ搬送することができるので、一度の作
業によって回収可能な量を飛躍的に増大させることができる。
【０００９】
　請求項２の発明によれば、エンドレスコンベアの動力を車輪の回転から得るものとした
ので、集塵作業においてモーターやエンジン等の二次的な動力源を必要とせず、取扱が容
易、かつ簡易な構造の集塵機を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１はこの発明の第１の実施例を示す図である。
　フレーム１の進行方向前後（図中左側が前方）にそれぞれ一対の車輪２，３が取り付け
てあり、このフレーム１の後方に収容室５が形成されている。この収容室５は有底で、四
周に壁を有し、開閉蓋が取り付けてある。そして、収容室５の前壁５ａは上部に切り欠き
部６が形成してある。図中符号４はフレーム一の前部三方及び上部を覆う防風壁である。
　図中符号１ａはこの集塵機をカートやバギーなどの牽引車へ連結して進行させる場合の
牽引部、１ｂは手押しで進行させる場合の持ち手である。
【００１２】
　前方の車輪２の車軸２１には回転ブラシ７が取り付けられている。回転ブラシ７は主軸
７１と羽根７２とからなり、羽根７２は弾性線材で構成され、車軸装着時に車輪２の外周
よりも５ｍｍ程度長く突出するような長さに形成されている。
　車輪２が回転すると車軸２１も回転し、車軸２１に取り付けられた回転ブラシ７も車輪
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と同方向に回転する。このとき、羽根７２は地面と接する際に撓み、弾性力によって地面
上の塵芥を回転方向に掻き上げる。
　このとき、回転ブラシ７の回転によって酸素が地面に供給される。すなわち、回転ブラ
シ７の回転によって羽根７２が地面を掻くので、地面には新鮮な酸素が供給され、例えば
芝生上における集塵作業においては、芝生上の塵芥を回収するとともに、酸素を供給する
ことができ、芝生の生育を促すこともできる。
【００１３】
　前記車輪２の後方、すなわち前記回転ブラシ７の後方と前記収容室５の前壁５ａの上方
に形成された切り欠き部６との間には、ベルトコンベア８が収容室５にかけて次第に高く
傾斜して配設されている。前記ベルトコンベア８の位置は、通常の歩行速度でこの装置を
進行させたときに、回転ブラシ７で掻き上げられた塵芥がベルトコンベア８よりも前方に
落下しない位置とする（後に記すように移動力は人力に限られないが、最も遅い人力進行
に対応する位置に設置すれば、それよりも速い進行速度にも対応することができる。）。
また、設置角度はベルトコンベア上の塵芥が滑落せずに搬送される角度とする。
　前記車輪２の後方にはベルトコンベア８の駆動源となる車輪９が取り付けられている。
この車輪９の回転軸に歯車９２が取り付けてあり、この歯車９２とベルトコンベア８の下
部回転軸８１に取り付けられた歯車８２が互いに噛み合わされており、車輪９が回転する
と車輪９の回転方向とは反対方向の回転力としてベルトコンベア８の回転軸８１に伝えら
れる。すなわち、集塵機を正規方向に走行させると、ベルトコンベア８のベルト８３の上
側面は回転ブラシ側から収容室５方向に移動する。
　ベルトコンベア８のベルト８３には所定間隔をおいて落下防止突起８４が設けられてお
り、収容室５へ搬送中の塵芥がベルト８３から落下することを可及的に防止している。
【００１４】
　次に、図２に基づいて、この実施例の動作を説明する。
　この集塵機を矢示Ａ方向に走行させると、車輪２の回転に伴い回転ブラシ７が回転し、
地面上の落ち葉などの塵芥を掻き上げる。
　同時に、車輪２と同方向に回転する車輪９の回転力が歯車９２，８２を介してベルトコ
ンベア８の回転軸８１に伝わり、ベルトコンベア８のベルト８３は矢示Ｂ方向に回転する
。
　回転ブラシ７によって掻き上げられた塵芥は、一部は矢示Ｃのように収容室５の前壁の
切り欠き部６を通って収容室５へ送られ、一部は矢示Ｄのようにベルトコンベア８のベル
ト８３上に落下する。
　ベルトコンベア８のベルト８３は矢示Ｂのように収容室５方向へ移動しているので、ベ
ルト８３上に落下した塵芥はベルトコンベア８によって収容室５方向へ搬送され、切り欠
き部６を通って収容室５へ収容される。ベルト８３には所定間隔毎に落下防止突起８４が
設けられているので、搬送中の塵芥のベルト８３からの滑落が可及的に防止される。
　そして、収容室５に収容された塵芥は、前壁５ａによってせき止められているので、前
方に落ちこぼれることはない。
　上記において、防風壁４が設けてあるので、横風が吹いている場合でも掻き上げられた
塵芥はベルトコンベア８上に落下し、また雨の影響からも保護される。
　塵芥の収容量が前壁５ａの高さを超えるような量になったら、回収作業を中断して収容
室５内の塵芥を廃棄する。
【００１５】
　この集塵機はゴルフ場で使用されるカートやバギー、バイク等で牽引して用いるのが好
適であるが、作業者が手押し又は牽引して回収作業を行うこともできる。
　また、対象もゴルフ場における落ち葉等の回収に限られるものではなく、各種グラウン
ドや街路等における塵芥の回収にも用いることができる。
【実施例２】
【００１６】
　図３は、この発明の第２の実施例を示す図である。
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　フレーム１の進行方向前方側端部には、回転ブラシ７が車輪２から独立して取り付けら
れている。この回転ブラシ７の後方には一対の車輪２が取り付けられている。この一対の
車輪２は車軸によって連結されておらず、それぞれ独立した車軸でフレーム１に取り付け
られている。
　車輪２の車軸及び回転ブラシ７の主軸７１にはそれぞれ歯車２３，７３が取り付けられ
ており、歯車２３，７３には駆動ベルト１０が取り付けてあり、車輪２の歯車２３の回転
力がこれと同方向の回転力として回転ブラシ７の歯車７３に伝わるようになっている。
　また、車輪２の車軸にはベルトコンベア８に動力を伝えるための歯車２４も設けられて
おり、ベルトコンベア８の歯車８２と互いに噛み合わされている。
　すなわち、車輪２が回転すると回転ブラシ７には車輪２の回転方向と同じ方向の回転力
が伝えられ、ベルトコンベア８には車輪２の回転方向とは反対方向の回転力が伝えられる
。
　この実施例においては、実施例１におけるベルトコンベア８の動力を得るための車輪９
を省略することができる。
　その他の構成は実施例１と同じである。
【実施例３】
【００１７】
　図５は、この発明の第３の実施例を示す図である。
　フレーム１のベルトコンベア８下方にはモーター３０が設置され、このモーター３０の
近傍にはバッテリー３１が設置されている。
　モーター３０の回転軸にはギア３２が取り付けられており、伝達ベルト３３を介して伝
達ギア３４と接続され、伝達ギア３４はベルトコンベア８の回転軸８１に設けられた歯車
８２と噛み合わされている。
　モーター３０のスイッチをＯＮにすると、モーター３０が矢示方向に回転し、伝達ベル
ト３３、伝達ギア３４を介してベルトコンベア８の回転軸８１に回転力が伝達され、ベル
ト８３を収容室５方向へ回転させる。図示しないスイッチは箱フレーム１に取り付けても
よいし、リモコン式のものとしてもよい。
　その他の構成は実施例１と同じである。
　なお、前記モーター３０をコンベアの駆動源と共に回転ブラシの駆動源として利用する
こともできる。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　この発明は、地面上の落ち葉などの塵芥を回収するための集塵機に関するものであり、
産業上の利用可能性を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】この発明の第１の実施例の概要を示す斜視図
【図２】同じく縦断面図
【図３】この発明の第２の実施例の概要を示す斜視図
【図４】同じく縦断面図
【図５】この発明の第３の実施例の概要を示す斜視図
【図６】同じく駆動部分の拡大斜視図
【図７】同じく駆動部分の拡大側面図
【符号の説明】
【００２０】
　１　　フレーム
　２　　前方の車輪
　２１　車軸
　３　　後方の車輪
　４　　防風壁
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　５　　収容室
　６　　切り欠き部
　７　　回転ブラシ
　７１　主軸
　７２　羽根
　８　　ベルトコンベア
　８１　回転軸
　８２　歯車
　８３　ベルト
　８４　落下防止突起
　９　　車輪
　９２　歯車
　３０　モーター
　３１　バッテリー
　３２　ギア
　３３　伝達ベルト
　３４　伝達ギア
　

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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              特開平１０－３１７３３９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０１Ｈ　　　１／０４－１／０８　　　　
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